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六本佳代 部長開会挨拶

神田哲郎 氏講師

福田洋一 氏講師

馬場武彦 センター長講師

井手奈津美 課長補佐司会

　平成30年３月６日（火）、大阪労働局、大阪府医療勤務環
境改善支援センター主催による、医療従事者の働き方改革
についての研修会（司会：大阪労働局　雇用環境・均等部
企画課　井手奈津美課長補佐）が開催されました。　
　最初に、大阪労働局　雇用環境・均等部　六本佳代部長か
ら開会のあいさつをいただきました。

第１部
　「時間外労働の上限規制の導入等について」をテーマに、
大阪労働局　労働基準部　監督課　主任監察監督官の神田哲
郎氏にご講演いただきました。
　まず、労働基準法における労働時間の考え方や現行の規
制内容に至ったこれまでの経緯を紹介いただくとともに、
働き方改革のなかでも３本の矢の１つとなり非常に注目さ
れている長時間労働の是正について今後の方向性を紹介い
ただきました。
　また、36協定の届出様式を示しながら記載内容について
の基本的な知識を紹介いただきました。
　次に「ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた支援に
ついて」をテーマに、大阪労働局　雇用環境・均等部　企画
課　助成金第１係長の福田洋一氏にご講演いただきました。
　内容としては、雇用環境・均等部　企画課で取り扱ってい
る２種類の助成金「時間外労働等改善助成金（仮称）」と
「両立支援等助成金」について、それぞれの支給対象とな
るコースと支給額のイメージを紹介いただきました。

第２部
　「医療現場における働き方改革について～医師の働き方
改革をとおして見えてきた問題点～」をテーマに、厚生労
働省有識者会議「医師の働き方改革に関わる検討会」構成
員であり、大阪府医療勤務環境改善支援センターのセンタ
ー長でもある社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　理事長
の馬場武彦氏にご講演いただきました。
　馬場先生が医師になられた時に同じく医師であった父親
から「医師という仕事はプロ野球選手と同じである」と説
かれたというエピソードをご紹介いただくとともに、その
ような考え方は一昔前のものであって、現在は一部の開設
者や法人の代表以外は労働基準法の『労働者』に該当する
ことを説明いただきました。その上で医師には応召義務が
あるため杓子定規にやっていては医療の現場は成り立たな
いというのが現実ではあるが、労働時間の規制について医
師は適用除外とはなっていないため、いかに法律を遵守し
つつ現場を維持していくかという難題を実現させていく必
要があると説明いただきました。
　また、病院常勤勤務医の週当たり勤務時間の統計データ
上は男性医師の41％・女性医師の28％が週60時間以上とな

り、法定労働時間の40時間を20時間以上超えているという
結果となっているが、当直の待機時間のなかで労働基準法
上の労働時間に該当しないものを含めての統計となってい
るため、実態をよく見極めていかなければならないと説明
いただきました。
　次に、馬場記念病院での職業性ストレス簡易調査票によ
るストレスチェックのデータから、ほとんどの医師にとっ
て勤務時間とストレスとの間には相関関係は見られないと
いう分析結果を挙げられ、医師のストレスの主な原因とな
っているのは、例えば「患者の病状が改善しないこと」、
「クレーマーのような患者がいること」、「職場でパワハ
ラを受けていること」等々が考えられ、ストレスを低減し
ていくためには勤務時間以外の点に目を向けていく必要が
あることを説明いただきました。
　また、医療機関のなかで現状36協定を締結していない施
設や特別条項を締結していない施設があり、その割合が決
して低いとは言えないので、病院団体としてはこの部分は
改善していく必要があり実施を徹底していきたいと説明い
ただきました。
　働き方改革については既に１年に渡って議論を重ねてき
ているが、予定では残り１年で結論を導き出していくこと
となっているので、医師の働き方改革についてはこれから
が正念場であり、医療現場の実態に沿った議論が必要であ
ると説明いただきました。

　今回の研修会では、働き方改革の議論における医師を取
り巻く状況について現在の状況と今後の展望を示していた
だくことができ、大変有意義な研修会となりました。
　また、受付開始当初から参加申し込みが殺到し、当日も
会場は超満員の状況でしたので、働き方改革に対する注目
の高さが伺える結果となりました。

　大阪府医療勤務環境改善支援センターでは、医療経営ア
ドバイザーや医療労務管理アドバイザーが常駐しており、
勤務環境改善の実現に向けて医療勤務環境改善マネジメン
トシステムの導入をはじめ、専門的な助言や情報提供を行
なっておりますので、是非
お気軽に当センターをご活
用ください。
　
記：矢守冬樹
　　（大阪府医療勤務環境
　　　改善支援センター
　　　相談員）
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